
白河、あの頃と今 　市内の様子や行事などを写した古写真の中から、テ
ーマに沿った１枚を紹介し、現在の様子と比較します。
　タイムスリップ気分を味わいながら、白河の魅力を
再発見しませんか？　 問本庁舎秘書広報課　内2171Vol. ４今月のテーマ「白河駅」

【現在の様子】【昭和中期の様子】

４

　大正時代に建築された白河駅。幾何学模様の装飾や
ステンドグラスなど、洋風の建築様式が採用されまし
た。以来、現代まで約100年に渡り「みちのく白河の
玄関口」としての役目を担っています。

　時が流れ変化するものが多いなか、白河駅は変わら
ぬ姿を維持することで、その魅力が一層増しています。
　最近ではテレビＣＭの舞台として登場するなど、大
正ロマン漂う駅舎として注目度が上がっています。
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